
◆図１ 市民病院の患者数の推移

◆図２ ぬくもりの郷の利用者数の推移
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◆表１ 収益的収入および費用

収益 費用 収支 一般会計からの
繰入金を控除した収支

一般会計からの
繰入金

病院事業  21億6274万円  21億2584万円  3690万円  ▲4億3123万円  4億6813万円
介護老人保健施設事業  6億 565万円  6億3134万円  ▲2569万円  ▲5317万円  2748万円

合　計  27億6839万円  27億5718万円  1121万円  ▲4億8440万円  4億9561万円

◆表２ 資本的収入および費用

収益 費用 収支 一般会計からの
繰入金を控除した収支

一般会計からの
繰入金

病院事業  1億3344万円  1億6522万円  ▲3178万円  ▲7116万円  3938万円
介護老人保健施設事業  5987万円  6494万円  ▲507万円  ▲6393万円  5886万円

合　計  1億9331万円  2億3016万円  ▲3685万円  ▲1億3509万円  9824万円
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記念講演や学生による活動発表などを実施 
　同キャンペーンに合わせ、ボランティアに関する講
演などを行う集中イベントを開催します。参加無料。
◆日時
　11月26日（土）９時～12時
◆場所
　八日市場公民館
◆内容
●記念講演（合同会社J-doc company代表社員・影山
貴
たかひろ

大氏）
●学生によるボランティア活動発表
●匝瑳市ボランティア活動貢献学生認定書交付式
●表彰状・感謝状の贈呈式

エンブレム、標語、マスコットキャラクター 
　市ボランティア連絡協議会により、同キャンペーン
で使用するエンブレムが作成されました。
　また、同協議会によりキャンペーンの標語およびマス
コットキャラクターの募集が行われました。応募のあっ
た作品の中からボランティアキャンペーン実行委員会
が選考を行い、最優秀賞受賞作品が選ばれました。
　最優秀賞受賞作品の他、優秀賞や特別賞の受賞作品
を、キャンペーン期間中に市役所ロビーおよび八日市
場公民館に展示します。

初のボランティア活動貢献学生を認定 
　市では、若い世代におけるボランティア意識の向上
のため、一定要件以上のボランティア活動を行った学
生に対し認定書を交付する、「匝瑳市ボラ
ンティア活動貢献学生認定制度」を制定し
ています。
　同制度初の認定者が決まりましたのでご
紹介します。
認定者…和洋女子大学１年・瀧田颯

さ き

葵さん
　瀧田さんには、11月26日（土）の集中イベントで認
定書が交付されます。

11月23日～12月８日はボランティアキャンペーン匝瑳2022を開催

ボランティア活動が活発になるためには幅広い年齢層に活動への参加促進を図ることが重要です。
市ボランティア連絡協議会および市社会福祉協議会と市が連携し、

11月23日（水）～12月８日（木）に、「ボランティアキャンペーン匝瑳2022」を開催します。
問環境生活課市民協働班☎73－0088

ボランティアで
活動の輪を広げよう

▲市ホーム
ページはこ
ちらから

秋 山 桜
おうすけ

典さん
（八日市場小学校６年）

古作凜
りんたろう

太郎さん
（野田小学校５年）

▽標語の最優秀賞

▽エンブレム

「そうりっぷ」

や
っ
て
み
よ
う
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し
の
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で

　

み
ん
な
が
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顔

▽マスコットキャラクターの最優秀賞

ボランティアで
活動の輪を広げよう
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